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【MISSION(企業理念)】

防災を意識することを 
習慣化する社会を目指す

【SLOGAN】

防災をジブンゴトに

【VISION(目指す将来)】

自分の大切な人を守る

企業理念



実現したいこと

お客さんに実際に 
体験してもらって、 
危機感を持ってもらう 
＝防災ポーチを販売

実際に地震が 
起こった時に 

防災ポーチを持って 
いない時よりは 

冷静に周りを見られる

自分の 
大切な人を守る
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【VISION】



(株)memeのしくみ

（株）memeには、 
5つのチームがあり、 

社員は、どこかに所属しています。 
チーム内は、取締役ではない、 
チーム長がまとめています。
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各チームの進行状況
ポーチインタビュー リーフレット シミュレーション 内装外装

【文化祭前】

ソナエリア訪問moshimoストック 
にインタビュー 

紗栄子様・諏訪様にメールで 
取材

内装外装作り

店舗の動線確定

リーフレット 
切り折り

【夏休み】

ウェブ作成 
生存率クイズ作成 
シフト作成

動画作成展示資料の作成
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取締役

【文化祭前】
展示用ポーチの作成 
販売ポーチの詰め作業

【文化祭前】 【文化祭前】

【夏休み】

【文化祭前】

【夏休み】

【文化祭前】

【夏休み】

ポーチ・ポーチ中身 
発注

【夏休み】

動画内容確認

【夏休み】

使用する 
リーフレット決定

ポーチのデザイン決定
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活動報告

4月 6月
5月

企業理念決定

社内MTG ① 
チーム分け

起業体験プレゼン

事業計画書提出「防災を意識することを 
　習慣化する社会を目指す」

ロゴ決定
7月

設立登記

8月

Tシャツ作成

社内MTG②
社内MTG③

9月



08

企画内容の変更

→

エレベーターや電車内など外出時を 
想定したシチュエーションでのVR体験 

＋ 
自分が自助・共助・公助のどのタイプかを 
知ることができるスタンプラリーを行います。 
スタンプラリーをしていただきながら、 

防災対策についてのクイズに 
答えていただき、今の自分に防災意識が 
どのくらいあるのか知っていただきます。 

災害シミュレーション
無料

（VRありorなし）

変更

VR体験は 
感染症対策のため、 
中止になりました

内閣府防災様がYouTubeに投稿されている、 
「南海トラフ地震どうなる？どうする？ 

時間差で起こりうる地震への備え」の動画を 
教室内で投影し、地震への危機感を持っていただきます。 

＋ 
自分が自助・共助・公助のどのタイプかを 
知ることができるスタンプラリーを行います。 
スタンプラリーをしていただきながら、 

防災対策についてのクイズに 
答えていただき、今の自分に防災意識が 
どのくらいあるのか知っていただきます。
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企画内容(スタンプラリーについて)
６個の質問に、3色（赤・緑・青）のスタンプ 
から自分ができそうなことを選びます。

→スタンプの色の数により、自分自身の防災タイプ（傾向）を知る事ができます。 
⇒スタンプラリー内のクイズを通じて、災害への備え・被害を低減させるための 

行動を自分で考え、知ってもらうために行います。

【共催：一般社団法人防災教育普及協会・5年C組】

防災タイプは3種類あります。

自分がどのタイプかは当日お越しになって試してみてください！



災害支援・防災教育コーディネーター 

ご協力をいただく方

宮﨑賢哉さま 

災害ボランティア・防災・福祉・教育４分野の経験を活かし、多様な主催者からの依頼に対応する。 
実践的な分かりやすさを重視し、意識啓発や導入研修・体験学習・実技指導を得意とする。 
主催者の要望に応じて、70種類以上のワークショップや防災ゲームを活用するほか、 
独自の教材やプログラムの開発・提供、継続的な取り組みへのアドバイスも行う。 

企画として行うスタンプラリーのキットを貸していただきます。

『防災スタンプラリー』
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NHK もしもマニュアル・ブック　 
 (来場者に無料配布)　 

ライト・笛
停電などにより暗くなった際に使える。 
また、助けを求めることができる。

防寒ポンチョ
避難所に行くまでの寒さを乗り切る。

簡易トイレ
災害時、水が使えない時や急な排泄もできる。

NHKが出している、 
手のひらサイズのリーフレット。 
来場者に無料で配布。

防災ポーチ  ¥900

ポーチ本体
気軽に持ち運びたいと 
思うことのできる 
デザインのもの。 

オリジナルにデザインする。

商品紹介（ポーチ）

非常食

軍手・タオル圧縮セット　 
¥350 (別売り)　 

疲れた際やお腹が空いた際に、 
動く為のエネルギーを摂取できる。

軍手 
軽作業用や防寒対策、 
ガレキなどの危険な物から手を守る。 

タオル 
保温や保湿、吸水性に優れている。 
マスクの代わりや傷の手当て、雨天時にも不可欠。
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社内アンケートをとって、ポーチのデザインが決定しました！

ポーチのデザインのお知らせ



商品紹介(NHK「防災もしもマニュアル・ブック」の内容)

①災害時の情報の集めかた
②緊急時の避難(集合)場所
③家族や安否確認を取りたい人の連絡先
④災害時に使用する可能性がある物の使い方
⑤様々な場合の応急処置の方法
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NHKが出している、手のひらサイズのリーフレット。 
来場者に無料で配布。 

家族の連絡先や通学途中での避難場所などを記す。 
災害時に役立つことが書いてあるものがあると安心。



災害が発生する前、DAY0(ゼロ)の 

備えに重きをおき災害が発生した

「DAY1」から行動することを 

目指した予防支援団体。

取材先
一般社団法人　Think The DAY

支援の流れ

災害発生時に 
迅速に対応できるよう 

予防支援

寄付金を貯める 物資や支援金、 
活動資金を準備

災害時、即座に 
支援を開始

代表理事　紗栄子様

14

インタビューさせて頂きました！

中高生の防災意識について 
→口に出しやすい環境づくりをしたい

防災において大切なこと 
→自分自身で行動すること

活動を始めたきっかけ 
→地元のために何かしたいと思ったから

防災の意識向上の為に行なっている事 
→自分の行動やその結果を可視化する



取材先
諏訪　清二様

１９６０年生まれ。兵庫県立松陽高校教諭。 
インド洋大津波、四川大震災など海外の被災地で防災教育に参加。
東日本大震災をはじめとする国内外の防災教育の第一人者として 

各地で教育活動を行っている。 
文部科学省「東日本大震災を受けた防災教育・防災管理等に関する有

識者会議」など、防災教育関連の委員を務める。 
『防災教育の不思議な力 子ども・学校・地域を変える』より

防災教育学会会長

15

著作物
防災において大切なこと 
→事前に備えること 
自分で考えて行動すること

インタビューさせて頂きました！

中高生にしてほしい備え 
→災害時に自宅で過ごせる住まい方

災害時初めにすべきこと 
→自分の命を守る行動



取材先

moshimo ストック様

インタビューさせて頂きました！
日常的に常に持ち歩いて欲しいもの 
→防災ポーチ 
　エマージェンシーブランケット 

防災用品を確認する頻度 
→衣替えのタイミング 

簡単にできる防災対策 
→部屋の衣替え 
　本棚とベッドを平行に置く

moshimoストック様は｢もしも｣のための防災メディア。 
「みなさんに知ってほしい "防災の基本"」 

「詳しく知りたい人のための "専門家のコラム"」 
「最新情報をお届けする "防災ニュース・イベント"」 
といった形でお伝えし、それぞれのステップにあわせて 

少しづつ読むことができる。

moshimo ストック
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最後までご覧いただき、ありがとうございました 
文化祭当日に向け社員一同、精進していきます！


